
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                 
                 

市民の会の定例会 
毎月１回 

6 月 22 日（木） 
7 月 27 日（予定） 
8 月 24 日（予定） 
１９:００～２１:００ 

初めての方は１８:３０からの 
オリエンテーションへ参加してください。 

場所：ハビタット福岡事務所 
 

 

 
 

 
 

 

 

第１回ハビタット スタディーツアー 
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（綴込み） 
ﾊﾋﾞﾀｯﾄ福岡事務所より 
 
  

第１回スタディーツアー行程表 
2 月 26 日 福岡→（バンコク）→ヤンゴン 
    27 日  公衆衛生整備プロジェクトのオリエンテーション、 
       →ヘーホー 
    28 日  インレー湖周辺のプロジェクト視察 
    29 日  カローのプロジェクト視察 
       →パガン 
3 月  1 日  上水道と公衆衛生のプロジェクト視察 
      →ヤンゴン 
     2 日  →（バンコク）→プノンペン 
      3 日   プノンペン市内、プロジェクトの視察 
      4 日   バサック地区コミュニティーのコーディネーターと対話 
      5 日   プノンペン→（バンコク）→福岡 

２月２６日から３月５日までの９日間、ハビタット福岡事務所の

現地プロジェクトを視察するツアーを実施しました。福岡事務所は

現在２１カ国に６１のプロジェクトをもっていますが、市民の会に

よる第１回目のスタディーツアーでは、その中でも比較的治安がよ

く、また、目で見てわかりやすいプロジェクトを行っているミャン

マーとカンボジアを訪れることになりました。 

学生、会社員、主婦など様々な職業を持った１０代から６０代の

市民９名が参加しました。 

（報告は 2ページと 3ページに続きます。） 
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スタディーツアー報告  ミャンマー編 

ミャンマーの上水道と公衆衛生整備プロジェクト 

ミャンマーでのプロジェクトは、もともと水道施設の無い地域に、水を供給すると共に公衆衛生やト
イレの設備設置により安全に幸せに暮らせる環境を整えることである。１日一人１５ﾘｯﾄﾙ～２０ﾘｯﾄﾙ
の水が、一年中使用可能になるようにしようというものだ。実施地域は乾燥地帯、南シャン州、デルタ
地域の３地域の１１郡区で、１７０万人余りの人々が利益を受けている。今回は、４日間で南シャン州
と乾燥地域の２地域を視察した。ヤンゴンの国連スタッフからは「政府が過敏になっているので気をつ
けて見てきてください。」と言われてプロジェクト現地に赴いた。 
 

＜Heho のプロジェクト見学＞ 

 Heho へ向かう途中にもハビタットのプロジェクトで作ったタン
クをバスの中からいくつか見かけた。８つの村が集まっている大き
な集落で，比較的裕福な人が多いところである。1,470 世帯、約
7,000 人が暮らしている。ここには井戸があるが、夏は枯れてしま
う。そのため住民は少し遠いところにある湧き水のところまで水を
汲みに行っていた。そこでハビタットのプロジェクトで水源地から
村までパイプを敷き,水を引くことにした。 
 フェーズ１では水源地であるインカウン村からこの村までパイ
プを引いて,タンクに水を貯められるようにした。このタンクは
30,000 ガロン（111,000 ﾘｯﾄﾙ）の水が入るとても大きいものである。 

＜ドライゾーン訪問＞ 

 厳しい自然環境の中生活している 4つのビレッジを巡回視察。
合計 738 戸 4,909 人。安全な飲み水の確保とトイレの改善のため
に,最小限の文明の利器の導入で，自然のエネルギーを活用し生活
環境の改善向上を図るべく対策がとられている。 
 まず、太陽エネルギーのソーラー発電による動力源で，送水ポ
ンプ及び一部の村では家庭の照明電源の供給を実施。安全な飲み
水の供給で一年中水の涸れることのない深井戸（深さ 66M）の設
置は彼らにとって生活の基盤が保障された。各家庭より給水施設
の場所までの水運びの労力は，従来の水源場所に比べ近くなり安
全でまた水質不良の点も大いに改善された。とにかく村人の喜び
の顔が印象的であった。また雑用水についても雨水確保のための
施設の取り付けが進められている。 

 次にフェーズ２でこのタンクからさらにパイプを敷き、村の真ん中に少し小さめのタンクを設置した。こ
のタンクの貯水量は 18,000 ガロン（66,600 ﾘｯﾄﾙ）である。このタンクには屋根がついていて、太陽光によ
る水の蒸発を防いでいる。 
 Heho は大きな村なので、真ん中にひとつのタンクを置くだけでは、住民の人数に対するタンクの数が足り
ない。そこで、フェーズ３で、前に作ったタンクからさらに広げて３つのタンクを作っている。フェーズ２
のタンクからフェーズ３で作るタンクまでの３つのパイプ線のうち、１つはプロジェクトのスタッフが手伝
いながら作ったが、残りの２本は住民達だけによる作業によって作られる予定である。私達が視察したとき
は,パイプを通す側溝が途中までできていた。今はじゃがいもづくりで忙しいので、それが終わり次第再び
作業に取りかかるそうである。宗教上、住民はお坊さんの言うことをよく聞くので、リーダーはお坊さんが
多く、パイプもパゴダの裏に保管されていた。３つのタンクができても、村は８つある。そこで、３つのタ
ンクをそれぞれの村が時間を決めて利用している。 

 次に衛生面の改善として,便所の設置を行っている。モデルの共同便所の施設は簡易尿浄化槽とでもい
えるもので，後処理の対応策が今後取られる事と思われるが，村の各家庭へ普及し地域での環境衛生面の
改善が図られることになろう。 
ハビタットが行っているプロジェクトは決して難しい装置を作っていることではなかった。だからこ

そ､住民も一緒になってできるし､作っている設備も住民自身で管理をしていけるものばかりだった。これ
らのプロジェクトを足がかりに,生活環境の改善の次のステップが進められるものと思う。今後現地の
人々自身が真にこれらの施設を大切に維持し管理活用出来るよう､次世代の子供たちを含んだ意識改革､
教育の浸透で厳しい自然環境を乗り越えてそれなりの有意義な生活が送られることを願う気持ちでいっ
ぱいになった。 
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スタディーツアー報告  カンボジア編 

＜アパートの屋上スラム＞ 
 プノンペン市内に、極度の貧困層の人々が屋上に住みついてし
まっているビルがある。アパートの屋上に自分達で家を作ってで
きたスラムである。アパートの内側には、住人が投げ捨てたゴミ
が文字どおり山積みになっている。トイレは 20～30 人が１つの
トイレを共有している状態で、プロジェクトによってこのトイレ
ができる前は川まで行っていた。プロジェクトの一つとして、屋
上に下水パイプが設置してあるが、住人はそのパイプに勝手に排
水パイプを接続して使っている。このアパートの屋上には、不自
然な空きスペースがあり、何かと尋ねたところ、そこは住民同士
が話し合って子供達が遊ぶために残したスペースであった。ここ
の住人は，男性はドライバー、女性は野菜売りやビール売りなど
で生計を立てている。 

＜トンレサップ川付近の低地スラム＞ 
プノンペン市の東を流れるトンレサップ川がバサック川へ合流する地点にこ
のスラムは存在する。地図には、乾季は人家で雨季は川と記入されている。こ
の川の土手の川側の斜面を中心にスラムが形成されている。1993 年以降タイ
国境付近へ逃れていたいわゆるカンボジア難民や兵士，その他全国各地からプ
ノンペンへ集まってきた結果であるという。その数約 7000 世帯，４万人とい
う。家の前に例外がなく、大きな“水ガメ”がある。11 月～5 月までが乾季で
あるためである。水を商売（ビジネス）にしている者もいるという。 
 プロジェクトが構築した歩道橋（板張）を歩いて行く、生活上いろんなゴミ
も、トイレの汚水も流されないで下に残る。何とも表現の仕様のない匂いが漂
う。遊び場がない子供たちにとってこの歩道橋はよき遊び場となっているそう
である。2 人の男の子が何か笑顔で喋りながら足をつかんで離さない。一瞬保
育園の子ども達が頭に浮かぶ。子どもは世界中同じだなとうれしくなる。椰子
やわずかの果物瓶詰の飲物、自家製だろうか、菓子などの食べ物も売っている。
縁台みたいなところでトランプに興じている若者、所在なげに何か談笑してい
る夫婦、無表情にジッとこちらを凝視している娘さん。家は三層になっている

ところが多い。乾季の一階は地面で家畜（鶏、豚など）を飼い、雨季になると二階へ、水面が上昇すると３
階へ、人間と同居することもあるという。もう一つの方法は家ごと外に移動し乾季にまた戻ってくるのであ
る。移動先ではそこの地主に土地代を払うことになる。 
 今後のことについてプロジェクトでは、このままの状態のなかで援助を続けていくか、またはゴミ処理と
絡めて移動することにするか考えているという。事務所の跡地は空地になっておりコミュニティーの人たち
の集会やその他に利用されており貴重な空間となっている。 
 コミュニティーの事務所でコーディネーターと会合をもった。課題の一つ公衆衛生については、担当者（厚
生省）も援助し毎週土曜日に活動している。一般的健康診断は週 5 日行っている。（事務所がヘルスセンタ
ーを兼ねている）費用負担は大人 1000 リエル、子供 500 リエル、患者と判断されると市の病院へ行くがこ
この住民との証明があると安く診てもらえることになっている。ゴミ収集については、3 日に一度、私企業
のトラックで運ぶ。世帯ごと、月 1000 リエル払っているということだが、どこでどうしているのかさえ見
当がつかない。 
 このスラムにはコミュニティーより選ばれた 13 人のスタッフ（3 人のコーディネーターと 10 人のメンバ
ー）が検診など市の担当者と協力し合っている。一人で 80 人～100 人を担当している。これから毎週水曜
日（7 時～10 時、３時～5 時）に健康に関するワークショップを行う。 
 ここの最大の課題は何といっても土地の確保である。その為にはコミュニティーの組織が重要である。政
府はやっと 1997 年にこのスラムのコミュニティーを認めた。今年の 3 月で移動（配置替え）のゴールであ
ったのに何の動きもない。立退き料は政府が 4 分の 1 を負担し残額は住民が負担（ローン）することになる。
コミュニティーごとの集会等で政府に対する要望も出てコーディネーターが集約している。先ずは移動、そ
して衛生面というふうになっている。 

プノンペンにおける住民参加型の持続可能な都市開発プロジェクト 
街角にインターネットが見られる店があったり、携帯電話を持っている人もいたり、プノンペンは一見

発展している大都市に見える。しかし大通りからちょっと細い道に入り込むと、悪臭の漂うスラム街があ
る。沼地、アパートの屋上、道路わき等、様々な不法居住地帯に住む人々と生活を見た。ハビタットはこ
こで、地域住民とともに生活環境の改善、そして持続可能な都市開発に取り組んでいる。 



福岡事務所協力委員会総会 
 
 
 
 
 
 
 
4 月 25 日（火）に知事公舎中の庭で行われたハビタット福岡

事務所協力委員会総会に市民の会から松田代表と因が参加しま

した。 

 参加者は協力委員会 30 社の代表者、福岡市、福岡県の関係者、

ハビタット福岡事務所職員。約 2 時間の総会でしたが、市民の

会の活動を広報するよい機会となりました。  因 利嘉子 

 

 
ハビタット福岡市民の会事務局 
〒８１０－０００１ 
福岡市中央区天神１－１－１アクロス福岡８Ｆ 
国連人間居住センター福岡事務所内 
電話：092(724)7121／23  
ＦＡＸ：092(724)7124 
Email：cnhf@gol.com 
 ホームページもご覧ください 
http://www.fukuoka.unchs.org からリンク

しています。 

ホームページでは定例会・勉強会の報告や

運営委員会の議事録も掲載しています。ゲス

トブックにメッセージをお送りください。 
 
〈入会のお申し込み〉 
気軽に勉強会や定例会へご参加ください。 
福岡県外の方も大歓迎です。入会希望の方

はお名前とニューズレターの送付先をハガ

キ、ＦＡＸ、Email 等でお知らせの上、年会費

1,000 円をお近くの郵便局でお振り込みくださ

い。 
口座：ハビタット福岡市民の会 
０１７３０－０－７８４３４ 

行事報告 ・ おしらせ 

編集後記 
3 ヶ月に一度のニューズレター
ですが、今回は随分遅れての発
行となってしまいました。のん
びりし過ぎたと反省していま
す。 
 
ご意見、ご感想等お待ちしてお
ります。また、企画、編集をし
てみたい！原稿を書きたい！と
思われる方、是非一緒に活動し
ましょう。 
編集担当：ニューズレターグループ 

（竜口、榊、古川） 
 
 

とぴっくす 
●メンバーの小山匡君が、ワシントンＤＣにお
いて３月１８日より開かれた世界３３カ国の
高校生リーダーの国際会議ワールドリーダー
ズサミットに参加しました。日本から１６名の
代表が選ばれ、１０項目もの国際問題につい
て、討議してきました。 
●「都市問題入門（仮訳）」の小冊子を日本語
に翻訳し、わかりやすく編集して発行する活動
を進行中です。イラストの得意な方や、編集に
興味のある方はぜひご参加ください。関心のあ
る方は、メンバーの徳永さんに連絡を取るか、
市民の会にメールでご連絡ください。 

 

2000 年度の主な活動予定 
○ 定例会、勉強会（隔月一回づつ） 
○ ニューズレターの編集・発行 
○ スタディーツアーの企画・運営 
○ ホームページの編集・運用 
○ 小冊子「都市問題入門（仮訳）」の日本語版編集・発行 
○小冊子「ハビタット・アジェンダを理解するために（仮訳）」の翻訳 
○ 他の市民活動団体との連携作り 
○ セミナー・ワークショップ等の企画・運営 
○ ハビタット福岡事務所の行事の運営支援 

懇親会の報告 
去る5月14日に福岡市郊外の小郡市でハビタット福岡市民の

会春季懇親会が開催されました。 

 さわやかな五月晴れの中、会員の牟田さんの別荘を借りきり

バーベキューパーティーを行い、ハビタット職員のヤンさん一

家をはじめ、たくさんの方々に参加していただきました。 

普段の定例会ではなかなか参加者同士で話しをする機会があ

りませんが、今回の懇親会は皆さんと交流を深める良い機会に

なったのではないかと思います。 

市民の会ではこれからも皆様との交流会を企画していますの

で、どうぞご期待下さい。 
レク担当：大串 ・徳永 

 

 
 


